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	「子どもと学生が一緒に作り出す空間～劇団ポニーの事例から～」　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1006021467　　松藤彩加　　
	１．はじめに
	私は、児童文化研究部という部活に所属していた。そのため子どもたちに接する機会が多く、子どもたちの行動に興味があった。そして、部活の活動の中で特に注目したのは、『劇団ポニー』の公演」である。この公演というのは、小学校に実際に劇団ポニーが行き、子どもたちに、影絵劇や人形劇や工作などを見せるというものである。
	この時、この部活の部員たちが公演を見ている子どもたちの中に混じっている。この学生たちというのは、子どもが公演中に騒いだりしないように気をつけるといった、公演のお手伝いに来た人たちである。この子どもとお手伝いの学生が、10分間という短い公演の休憩時間中に様々な行動を共同で行っている。今回私は、その子どもと学生の作り出す空間に注目した。年齢の離れた子どもと学生が、いかに、どのようにコミュニケーションをとっていったのかを、3つの出来事をつかって見ていきたいと思う。
	〇撮影
	日時･･･2008年8月　10:00～12:00
	場所･･K小学校内の講堂
	参加者･･･K小学校の児童、付属する幼稚園の園児たち、計30名
	　　　　小学校の教諭12名、劇団ポニーの劇団員、児童文化研究部の学生
	撮影器具、方法･･･カメラ3台（内業務用カメラ2台）、三脚３台、デジタルカメラ１台　
	　　　　　　　　講堂内に入って正面が舞台。講堂の右後ろ、左後ろに業務用カメラを、舞台の袖、左前にカメラを一台。
	《図:公演中の講堂内とカメラの位置》
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞台
	　　　カメラ１
	　　　
	　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　子ども、学生
	　　　　カメラ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カメラ３
	　　　　入り口、出口
	２．休憩時間中の学生と子どもとの間の会話分析
	以下に述べているのが、休憩時間中の二人の学生と子どもとの間にあった会話の内容であ
	る。ここでは、子どもをAとする。
	この時は劇団ポニーの公演のなかにある10分間の休憩時間中で、前にあった工作時間中に作った万華鏡を見ていた子どもAに、メガネの学生Bが近づき会話をしているところに、手を伸ばしながら学生Cが入ってくるシーンである。（右後ろカメラ　30、11：06：12）
	（写真１　子どもAと学生Bに近づく学生C）
	 
	（万華鏡をのぞきながら前の黒板を見つめている子どもAに、カメラを持って近づく学生B）
	01　B：（ちらりと前の黒板を見てから、子どもに話しかける）
	02　A：（Bに何か言っている）
	03　B：・・・・・・ポニョちゃう、劇団ポニョちゃう・・・
	04　C：（体をAとBに向ける。子どもに腕を伸ばしながら近づいて行き）ポニョ!?
	05　B：（Cの方に顔を向けて）劇団ポニョいうてる
	06　C：劇団ポニョ！？
	07　B：（少し体をくねらせながら）ポーニョポーニョポニョ・・・（歌いながら）
	08　C：　　　　　　　　　　　（手をたたきながら）はっはっは、劇団ポニョって違うよ
	09　A：（子どもがそれに対して手を使いながら答える）
	10　C：　　　　　　　　　　　　　　　　うん、・・・・・・・・・・・・・うん、
	11　B：（AとCが喋っているときに、手に持つデジカメをいじる）
	12　B：（デジカメを持って、Bに近づき写真を撮ろうとする、もしくはBの顔の写真を撮った？）
	13　C：撮ってあげる
	14　A：んじゃあ撮ってあげる
	15　B：（BがCに持っていたカメラを手渡す）
	16　C：えぇーっ、　二人で撮るよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	17　B：（カメラをCに渡して、Aに並ぶ。そしてCのカメラを見るよう促す）
	18　C：はい、チーズ　　　　　　　　ん、可愛く撮れた
	（その後3人でカメラを覗き込み、先ほど撮った写真を見る）
	（Aが自分の万華鏡をCに手渡し、代わりにCからカメラをもらう）
	19　B：（三人が離れた後）私が撮るの!?私を!?
	20　A：（カメラを持ち、BとCを指差しながら）さっき映ったから私・・・
	21　B：え、うちも入るの？（自分を指差しながら）
	22　C：はははっ・・・
	23　B：　　　　　　　　うちも入るの？
	24　C：じゃあ万華鏡はこっち、
	ここから会話が聞き取れなくなる。
	〇学生Cが、AとBの会話に加わるきっかけとは？
	ここで私が特に注意してみたのは、学生Cが子どもに話しかけるときである。
	AとBが話し始めたすぐ後で、学生Cが二人の会話に加わっている。この時Cは、二人のところへまっすぐ向かっている。おそらく初めからここに行くつもりだったのだろう。
	というところである。 
	ここでのCの動作は、
	①AとBのところにまっすぐ向かってきている。
	②自分の腕を子どもに伸ばしながら近づく
	というものである。
	まず①のAとBのところにまっすぐ向かってきている、というところでは、「まっすぐ」来ている事から、初めからこの二人に近づくという意思があったように読み取れる。
	また②の自分の腕を子どもに伸ばしながら近づく、というところでは、子どもAが万華鏡を見ているところに、その万華鏡の位置に向かって手を伸ばしていることが分かる。これはおそらく、CはAの持っている万華鏡に手をかざすことでAの邪魔をするという「いたずら」をしようとしていたのだろう。そのいたずらをすることで、Aとの会話をするきっかけを作ろうとしたのではなかろうか（今回はCが手をかざす前にAが万華鏡を下げてしまいいたずらはできなかったが）。
	これらのことから学生Cは、初めから子どもに話しかける、もしくはAとBの会話の中に加わる意思があったことが読み取れるのではないだろうか。
	その意思と動作のおかげで、学生Cは会話に加わるきっかけを自ら作り出していたと思われる。
	しかしこのきっかけの要素は、他にもあるように思う。
	それは、③学生Bの動きである。
	ここで学生Bが行ったことは、学生Cがこちらに近づいてきた時、今どんな話をしていたのかをCに伝える、というものである。これはBが視線をはっきりとCに移していることからも分かる。
	Bが近づいてきたCに、子どもAが「劇団ポニー」のことを「劇団ポニョ」と言っていると伝えることで、今二人がどんな話をしていたのかをCは知ることができ、そのまま劇団ポニョの話の中に加わっていった。
	これらの３つがあったことで、Cはより自然に会話の中に加わることができたのではないだろうか。
	このように、学生が子どもとの会話に加わるときには、入っていく学生の意思と、近くにいる学生の手助けがあって、子どもと学生の輪が形成されたように思われる。
	３．学生と子どもの追いかけっこ、通せんぼ
	この公演の休憩中には、ある子どもDと学生Eが追いかけっこをしていた。
	ここで注目したいのは、
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